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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第1四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自2020年 7月 1日
至2020年 9月30日

自2019年 7月 1日
至2020年 6月30日

売上高 （千円） 6,750,520 28,375,740

経常利益 （千円） 432,169 1,281,589

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 282,360 1,217,156

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 231,976 1,245,756

純資産額 （千円） 15,842,232 16,209,683

総資産額 （千円） 27,727,981 28,244,522

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 16.48 81.12

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 57.1 57.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．当社は、第13期第1四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第13期第1四

半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第1四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第1四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第1四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

 

　当第1四半期連結累計期間(2020年7月から2020年9月まで)における我が国の経済は、7～9月は緊急事態宣言の解

除による経済活動の再開を受け、回復傾向にあります。9月調査の日銀短観・業況判断DIでも、大企業・製造業が

前回調査対比+7ポイントと、11四半期ぶりの上昇となりました。ただし、新型コロナウイルス感染症の流行が収束

しないなか回復ペースは緩やかです。輸出は、中国向けの輸出を中心に回復していますが、貿易取引の回復に時間

を要するほか、インバウンド需要も感染再拡大を防止するための入国規制の継続により、当面ほぼゼロの状態が持

続すると思われます。一方、内需についても、家計の消費活動は、自粛ムードの残存に加え、入店規制や座席数の

削減といった感染防止策などが、当面、下押しに作用すると思われます。失業率の上昇や残業代、賞与の下振れな

ど所得環境の悪化も重なり、個人消費は新型コロナウイルス感染症流行前の水準を下回る状態が長期化すると思わ

れます。

　当社グループの事業領域においては、国内鉄鋼市場は弱く、7～9月の粗鋼生産は1,898万トンで前年同期比

22.7％減となりました。9月の粗鋼生産649万トンで前月比0.6％増、前年同月比19.3％減となりました。鉄スク

ラップ相場は、期首の25,000円/トン(東京製鐵(株)宇都宮特級価格)から、経済先行き不透明感により21,500円/ト

ンまで一時的に下落しましたが、7月中旬以降は輸出価格の上昇を受け徐々に回復し、当第1四半期末には26,000

円/トンまで上昇しました。コロナ禍の継続で流通量が十分でない中、限られた鉄スクラップを輸出向けと国内需

要家が取り合う形となっています。

　このような経営環境のもと、当社グループの2020年7月～9月までの状況は、鉄スクラップの流通量が十分でない

中、加工選別を徹底し、有価物をより多く回収する事で収益を伸ばし、残さ物を減らす事で処理費を削減し、利幅

確保に務めました。こうした新型コロナウイルス感染症の影響を受けづらい体制作りに注力する事で、当第1四半

期連結累計期間の業績は順調に推移いたしました。今後も、相場の下落に対しては在庫を少なく保つことで利幅の

確保に務め、残さ物の処理費高騰に対しては産業廃棄物の受入処理料への転嫁を図り、一定水準の利幅確保に務め

てまいります。

 

(1) 財政状態

 当第1四半期連結会計期間末における総資産は27,727,981千円(前連結会計年度末比516,540千円の減少、前連結

会計年度末比1.8%減)となりました。

 流動資産は9,777,499千円(前連結会計年度末比339,055千円の減少)となりました。これは現金及び預金が

504,468千円減少したこと等によります。

 固定資産は17,950,482千円(前連結会計年度末比177,485千円の減少)となりました。これは減価償却費の計上等

により建物及び構築物が74,379千円、機械装置及び運搬具が38,927千円減少したこと及び為替レートの変動等によ

り関係会社株式が52,043千円減少したこと等によります。

 当第1四半期連結会計期間末における負債合計は11,885,748千円(前連結会計年度末比149,090千円の減少、前連

結会計年度末比1.2%減)となりました。

 流動負債は9,805,353千円(前連結会計年度末比71,537千円の減少)となりました。これは賞与引当金が261,852千

円、短期借入金が150,000千円増加している一方、未払費用が363,133千円減少、未払法人税等が213,348千円減少

したこと等によります。

 固定負債は2,080,395千円(前連結会計年度末比77,552千円の減少)となりました。これは長期未払金が60,928千

円、長期借入金が60,413千円減少したこと等によります。

 当第1四半期連結会計期間末における純資産は15,842,232千円(前連結会計年度末比367,450千円の減少、前連結

会計年度末比2.3%減)となりました。これは配当金の支払い等で利益剰余金が317,067千円減少したこと等によりま

す。

 

(2) 経営成績

 当第1四半期連結累計期間における金属リサイクル及び自動車リサイクル等に係る売上数量は16.2万トン、売上

高は6,750,520千円、営業利益は383,093千円となりました。また、EBITDA（「営業利益」＋「売上原価並びに販売

費及び一般管理費に計上される減価償却費」）は、694,140千円となりました。
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 営業外損益については、固定資産賃貸料61,771千円が計上された一方、固定資産賃貸費用20,290千円が計上され

たこと等により、経常利益は432,169千円となりました。

 特別損益については、固定資産売却益16,919千円が計上されたことにより、税金等調整前四半期純利益は

449,089千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は282,360千円となりました。

　なお、当社グループは資源リサイクル事業のみの単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略してお

ります。

 

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

 前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

 当第1四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第1四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

(6) 研究開発活動

　当第1四半期連結累計期間の研究開発費の計上はありません。

　なお、当第1四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

 

 

②【発行済株式】

種類
第1四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年 9月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,126,500 17,126,500
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数100株

計 17,126,500 17,126,500 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2020年 7月 1日～

2020年 9月30日
- 17,126,500 - 1,715,000 - 2,247,504

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2020年6月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2020年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,125,000 171,250

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であります。なお、単元

株式数は100株でありま

す。

単元未満株式 普通株式 1,500 － －

発行済株式総数  17,126,500 － －

総株主の議決権  － 171,250 －

 

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第1四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第1四半期連結会計期間（2020年7月1日から2020年9

月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（2020年7月1日から2020年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表につい

て、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年 6月30日)

当第1四半期連結会計期間
(2020年 9月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,696,726 6,192,257

受取手形及び売掛金 1,739,628 1,811,878

たな卸資産 675,932 780,367

その他 1,030,292 1,018,758

貸倒引当金 △26,024 △25,762

流動資産合計 10,116,555 9,777,499

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,135,775 6,061,396

機械装置及び運搬具（純額） 1,378,509 1,339,581

土地 8,664,039 8,664,039

リース資産（純額） 463,155 469,153

建設仮勘定 176,452 202,118

その他（純額） 163,312 159,141

有形固定資産合計 16,981,246 16,895,430

無形固定資産   

その他 33,690 31,517

無形固定資産合計 33,690 31,517

投資その他の資産   

投資有価証券 35,702 35,377

関係会社株式 754,440 702,397

繰延税金資産 156,389 124,366

その他 169,081 163,977

貸倒引当金 △2,584 △2,584

投資その他の資産合計 1,113,029 1,023,534

固定資産合計 18,127,967 17,950,482

資産合計 28,244,522 27,727,981

負債の部   

流動負債   

買掛金 860,185 908,851

短期借入金 5,950,000 6,100,000

1年内返済予定の長期借入金 275,872 261,049

リース債務 228,049 226,143

未払金 1,035,775 915,263

未払費用 765,759 402,625

未払法人税等 330,716 117,368

賞与引当金 141,337 403,189

役員賞与引当金 30,625 －

その他 258,568 470,862

流動負債合計 9,876,890 9,805,353

固定負債   

長期借入金 1,406,924 1,346,511

リース債務 366,155 369,816

退職給付に係る負債 38,976 36,921

長期未払金 199,427 138,498

繰延税金負債 86,387 125,700

その他 60,075 62,946

固定負債合計 2,157,947 2,080,395

負債合計 12,034,838 11,885,748
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年 6月30日)

当第1四半期連結会計期間
(2020年 9月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,715,000 1,715,000

資本剰余金 1,642,342 1,642,342

利益剰余金 12,786,816 12,469,749

株主資本合計 16,144,158 15,827,091

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 9,370 9,177

繰延ヘッジ損益 △15,903 △17,880

為替換算調整勘定 72,057 23,845

その他の包括利益累計額合計 65,524 15,141

純資産合計 16,209,683 15,842,232

負債純資産合計 28,244,522 27,727,981
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第1四半期連結累計期間

(自　2020年 7月 1日
　至　2020年 9月30日)

売上高 6,750,520

売上原価 5,480,159

売上総利益 1,270,360

販売費及び一般管理費 887,266

営業利益 383,093

営業外収益  

受取利息 109

受取配当金 10

受取保険金 3,670

固定資産賃貸料 61,771

その他 19,792

営業外収益合計 85,354

営業外費用  

支払利息 10,138

固定資産賃貸費用 20,290

支払手数料 1,432

持分法による投資損失 3,831

その他 586

営業外費用合計 36,278

経常利益 432,169

特別利益  

固定資産売却益 16,919

特別利益合計 16,919

税金等調整前四半期純利益 449,089

法人税、住民税及び事業税 94,387

法人税等調整額 72,341

法人税等合計 166,729

四半期純利益 282,360

親会社株主に帰属する四半期純利益 282,360
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第1四半期連結累計期間

(自　2020年 7月 1日
　至　2020年 9月30日)

四半期純利益 282,360

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 △193

繰延ヘッジ損益 △1,977

持分法適用会社に対する持分相当額 △48,212

その他の包括利益合計 △50,383

四半期包括利益 231,976

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 231,976
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【注記事項】

（追加情報）

　会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定

 前連結会計年度の有価証券報告書の(追加情報)に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束

時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2020年 6月30日）
当第1四半期連結会計期間

（2020年 9月30日）

HIDAKA SUZUTOKU (Thailand) CO., LTD． 549,965千円 126,188千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
当第1四半期連結累計期間
（自 2020年 7月 1日

至 2020年 9月30日）

減価償却費 311,046千円

 

 

（株主資本等関係）

当第1四半期連結累計期間（自　2020年 7月 1日　至　2020年 9月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年9月29日

定時株主総会
普通株式 599,427 35 2020年6月30日 2020年9月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第1四半期連結累計期間（自　2020年 7月 1日至　2020年 9月30日）

　当社グループは、資源リサイクル事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第1四半期連結累計期間
（自　2020年 7月 1日
至　2020年 9月30日）

１株当たり四半期純利益 16円48銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 282,360

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
282,360

普通株式の期中平均株式数（株） 17,126,500

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

リバーホールディングス株式会社(E35543)

四半期報告書

13/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

２０２０年１１月１２日

リバーホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三浦 太　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千足幸男　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられて

いるリバーホールディングス株式会社の２０２０年７月１日から２０２１年６月３０日までの連結会計

年度の第１四半期連結会計期間（２０２０年７月１日から２０２０年９月３０日まで）及び第１四半期

連結累計期間（２０２０年７月１日から２０２０年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リバーホールディングス株式会社

及び連結子会社の２０２０年９月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計

期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ

た。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半

期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結

財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表におい

て、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に

表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関

する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記

事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連

結財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連す

る注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎と

なる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠

を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して

責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　　上
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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